
JSPS Bridge Award 

出張報告書 
 

1. 所属・氏名 

 

Eishi Asano, MD, PhD 

Wayne State University, 

Children’s Hospital of Michigan 

 

 

2.出張期間 

       

 平成 30 年  3 月 3  日    ～    平成 30 年 3 月 10 日 
      

3.日本滞在中の主な活動とその成果。 

 

平成３０年３月５日 

東北大学医学部てんかん科のスタッフらと、皮質脳波を用いての研究についての打ち合わせをした。若手に

対して研究指導を行った。てんかん性皮質律動波に関する講義を行った。さらに、生理的皮質律動波に関す

る講義を行った。 

 

平成３０年３月６日 

国立研究開発法人国立精神神経医療研究センターにて、皮質律動波に関する講義を行った。 

 

平成３０年３月７日 

国立研究開発法人国立精神神経医療研究センターにて、脳神経外科、麻酔科スタッフらと、皮質脳波を用い

ての研究についての打ち合わせを行った。若手に対して研究指導を行った。 

 

出張期間中、約２０名の若手医師ないし研究者と面談、意見交換を行った。その一部は、２年以内に海外留

学すると予想される。以後、皮質脳波を用いた脳研究が効率化、そして促進されると予想される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3 月 5 日 東北大学医学部にて脳機能

マッピングの手法について議論) 

(2017 年度 Bridge Award 表彰式での講演) 

 


